
　

　

　

① 混合ガスの供給であるため、一般高圧ガス容器の中古容器の転用ができ、余剰容器の活用ができます。

さらに、アセチレンでは不可能であった中型集結容器により、容器交換作業の安全性および 作業性の改善もできま

す。アセチレンに変わるガスとなります。

② ハイドロカットは、アセチレンに比べて二酸化炭素排出量の84%・プロパンガスから65％削減が可能です。

③ 輻射熱が小さいため溶断作業中の作業者の暑さ軽減や、煤の発生がほとんどないことにより作業環境の改善が可

能です。

④ 空気よりも軽いため滞留しにくく、逆火も起こりにくいため、安全性においても優れています。

⑤ 圧縮ガスであるため、アセチレンでは不可能であったガス残量管理が可能になり、在庫管理が容易 になります。


